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<発災時の町会の初動対応要領 >

① まずは、自分の身の安全を確保する。
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② 自分の家族の安否確認をするc
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③ 余震に注意して、町会の集合場所に集合して、町会員相互の安否確認をする。
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④ 町会災害対策本部を設置する。
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⑤ 集まった町会員を班分けして、町内を巡回し、状況を確認するc
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⑥ 町内を巡回する際に、災害時要援護者を訪問し、安否確認をする。
避難が必要な場合は、支援する。
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⑦ 町内巡回時に、火災、家屋の倒壊等に直面した場合は、消防団員に連絡し、消
防団員と協力して、防災倉庫の消火資器材で消火、人命救助にあたる。
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③ 自宅が大きな被害を受け、避難を要する人がいる場合、救援センターに避難する。

※ 地域内の被害が小さく、避難を要しない場合も、救援センターの運営に協力する。
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